
外国語部会

研究主題

1研 究の概要

「個に応 じた リスニング指導における授業改善」

1リスニング指導の墓礎1

意欲 を高める リスニング活動

事前 ・事後指導の充実

発 話につなが る リスニンダ活動

背 景知識を意識 した リスニング活動

1リスニング活動の実践① と評価1

リスニ ング指導の基礎に留意 し、

評価表 を用いた錆1回 授業実践。

個々の生徒の評価 を基に した、

授 業の新たな課題 と改善策の発見。

教師の授業力向上を

目指 して

サイクル

の実践

1リスニング活動の実践② と評価結果の分析1

改善策 を組み入れ た第2回 授業実践。
評価表 による1回 目の評価結果 と

2回 目の評価結果を分析 し、

改善できた点 と・、今後への課題の発見。

この ように して、 「聞 くこと」の指導の向上に焦点を絞 り、4観 点別評価表に記載 された生徒 の評

価や コメン トを基に 「個に応 じた リスニング指導における授業改善Jを 行った。生徒 による授業評価

結 果か らPDCAサ イ クルを用いた授業改善を試みた。以下に具体的な改善事例を示す.

図14観 点別評価表(太 枠内が生徒記入欄)

RoomNo.N訓me

評価の観点 項目 評価
コ メ

ン ト

コ ミュ ニ ケ
ー シ ヨン へ

の

関 心 ・意

欲 ・態 度

D「 聞 く」活動を意欲的に行いま しま したか? 1234

2)「聞 く」活動中にとま どった時、あなたは聞こうい う婁勢を持続 しましたか? 1234

3)聞 いた内容についての質問に、積極的に英語で答えようと努力しま したか? 1234

1

表現の
能力

4)英語の質問に対して、適切に答えることができま したか孕 1234

5)既習の単語や内容に関する情報を活用することができましたか? 1234

6}各 時間で先生が使 う英語表現を活用できましたか? 1234
1

理解の
能力

7)「 聞く」前に学習 した単語やイディオムは英文の内容理解に役立ちましたか? 1234

8)英文の内容を十分聞きとれたと思いますか? 1234

言甜や文化
についての
知識 ・理解

9)「 聞く」活動を通 して、昼本の文化や海外の文化を意識 しましたか? 1234
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皿 研 究 の 内 容

1ラ イテ ィング(A高 校の実践)

(1)英 語学習への生徒の取組

・生徒の7割 が大学進学希望である。

・「英語が得意1で ある生徒が多いが、一方で、学習習慣 が身に付いていない生徒 もい る。

(2)実 施対象 と使用教材 ・教科書

2学 年 ライティング3ク ラス76名

使用教材:PRO-VISIONENGLISH職ITING{桐 原書店)

(3)リ スニンダ指導 との関連

書 くカを高めるための リスニング

(4)第1回 評価結果に基づ く課題

第1に 、全体的に見て、 「言語や文化 についての知識 ・理解」が、一番低 く、言語や文化にっい

て時間を確保することが課題で ある。 第2に 、r表 現の能力」が比較的に低いe英 問英答 がこの活

動の中心であるので、生徒の発話 を促す事前指導の徹底 が課題である。

(5)改 善策 と授業実践

第1の 課題、「言語や文化につ いての知識 ・理解」 を深めるため、本校で実施 した姉妹校の高校

生 との交流活動にっいて考 えさせた。 聞いた英文 の質 問の最後に、次の質問を加 えた。"Didy。u

findanydifferencebetweenAustralianstudentsandJapanese。nes?"初 めは英語で答 える

よ う指示 し、発話 に詰まった ら、 日本語でも答 えさせ、文化について触れた。

また、第2の 課題、「表現の能力」を高 めるため、英問英答活動の瞭、一人で答 えるのを藩1蒔 す

る生 徒 のた めに、一斉 に答 え させ た。 つ ま り、全 員で 発 話す る ことで生徒 の不安 を取 り除 き 、発 話

意 欲 を高 めた。 また 、初 めか ら完全 な 文の形 の 回答 を求 めず 、回答 が不十 分 であ った とき に は 、英

語 で 聞 き返 しを繰 り返 した。 例 えば、Noだ けの答 えに、N。,what?と 聞 き返 し、 コ ミュニ ケー シ ョ

ン と しての発話 を促 した。 後 半 に行 った デ ィクテー シ ョン{書 き取 り〉 で は、言 い換 え練 習 も含 め

たe例 えば 、教師 がWelc。metotheparty.-Setagayaと 言 え ば、生徒 はWelcometoSetagaya.

とい う文章を記入す る。 この活動 を通 して、聞き取 ろうとする意欲 を伸長 し、語藁の運用力 を高め

た。

(6)実 践結果

第1の 課題である、「言語や文化 についての知識 ・理解」

の項 目にっいては向上 した。短期留学生受入れ とい う生徒

の体験 に基づいた活動を取 り入れた ことに効果が あった。

第2の 課題であった 「表現の能力」は、ほぼ変化 が見 ら

れなかった。 「関心 ・意欲 ・態度」は高いので、継続的な

指導が今後の課題 である.

全体的に見て、実施 した リスニング活動内容が難解であっ

たため、2回 目の向上は数値 としてはあま り現れて いな

い。 しか し、一つの課題について継続的にあ らゆる情報を

生徒に与 えた結果、明らかに題材にっいての生徒 の知識や興味 ・関心が増 し、聞 こうす る意欲 や答

えよ うとする意欲力絢 上 した ことが生徒のコメン トか ら明 らかになった。

評価の観点 項目 1回 目 2回 目

コミュニケ ー ションへ の

関 心 ・意 欲 ・態度

1) 3.1 ao

2) 3.2 a1

3) ■9 27

表現の能力

4) λ7 a6

5) 止7 a8

帥 a7 2.6

理解の崖力
7) 3.2 2.9

8) 2.9 2.8

言話や文化について
の知識・現解

9〕 2.5 a8
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2オ ーラルコ ミュニケー ション皿(A高 校の実践〕

(1)英 語学習への生徒の取組

・生徒 の7割 が大学進学希 望である。

・「英語が得意」である生徒が多いが、一方で、学習習慣が身に付いていない生徒もい る。

(2)実 施対象 と使用教材 ・教科書

2学 年 オーラル コミュニケーシuン 皿13名

使用教材lBirdlandOralCemmunicationll(文 英堂)

(3)リ スニ ング指導 との関連

コ ミュニケーシ ョン能力 を高めるための リスニング.

(4)第1回 評価結果に基 づく課題

第1に 言語や文化について の指導が足 りない。 したがって、言語や文化に今以上に触れ るこ とが

課題 である。第2に 、関心 ・意欲 ・態度の 中で、2)の 項 目や 、「表現の能力」が低い。英語 がス

ムースに聞けない、あるいは英語で表現できないことが原因であ る。 したがって、聞 く意欲 を引き

出す事前指導の工夫 と、英問英答が 中心の発話活動を促進す る事前学習の徹底が課題 である。

(5)改 善策 と授業実践

第1の 課題 、 「言語や文化 についての知識 ・理解」 を深めるため、 日本語の 「伯父 ・叔父」 と英

語 の 「uncle1な どの違いや 、各国の少子化問題に触れた。基本的にすべて英語で行 う授 業の中で、

日本の特定の文化に関す る説明は 日本語 を使用 した。

第2の 課題、聞 く意欲 を高め、「表現の能力」 を高めるため、 リスニ ングに関する語彙の指導や

表 現指導に時間をかけた。 また、ピアインタラクション(生 徒同士の対話〉を取 り入れ 、聞いた英

文にっいての質問をペ アで交互に行い、生徒の発話 を促 した。また、全員が発話に参加で きるよ う、

一斉に答 えさせた
。一方、個 々の意見を聞く英問には、一人一人発話 をさせた。その際、なるべ く

完 全な文の形で答えさせ るため、英語での聞き返 しを行い、個 々の生徒の答えを引き出 した。

(6)実 践結果

第1の 課題 、「言語や文化 にっいての知識 ・理解1の

項 目にっいては改善 された。事前活動の段階で、題材の

内容 について の背景知 識 として、文化の観点に触れた こ

とが効果的であった。

また、第2の 課題、「表現の能力」にっいても向上 した。

「関心 ・意欲 ・態度」の項 目ともあわせて、授 業の組み

立てを行い、1テ ーマ について10時 間は学習する よう

にしたことに効果があった。継続的に学習を繰 り返す こ

とで 、題材 が 生徒 に とって親 しみ の ある もの とな っ

た。そ して、生徒が主体的に題材 に興味を もち、意欲的に衰現す るために必要な語彙や英語表現を

習得 した。 この ことは、5)が 向上 した ことからも分析で きる。 また、CDな どによる一方 向的な

メディアよりも、ピアイ ンタラクション(生 徒 同士の対話)や 、教師 と生徒 による相方向の英語を

用 いた コミュニケー ションの方 が、「表現 の能力」 と 「関心 ・意欲 ・態度」を向上 させるこ とに役

立った。

評価の鏡点 項 目 1回 目 2回 目

コミュニ ケー ションへ の 関

心 ・意 欲 ・態 度

D ■9 lL2

2) a4 3.4

帥 λ6 2泡

表現の能力

4) a呂 z,9

5} a7 3.o

6} z6 ag

理解の能力
7) 3.1 3.1

8) 3.3 3.0

言語や 文化 にっ いての知

識 ・理解
91 2.6 z9
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3オ ーラル コミュニケーシ ョン1(B高 校の実蹟)

(1)英 語学習への生徒の取組

・大学進学率は約70%

・学習意欲 にば らつきがある。家庭での学習習慣はあま り身に付いていない。

(2)実 施対象 と使用教材 ・教科書

2年 生3ク ラス 約60名

使用教材:自 主教材(ALTと の共作)ラ ジオ番組の電話相談を想定 したカ ウンセラー と相談者 の

会話

(3)リ スニング指導 との関連

発 話を促すための リスニ ング活動

(4)第1回 評価結果 に基づ く課題

4観 点別評価表 の中で、 「表現の能力」が他 の観点 よりも明 らかに低かったe評 価表 の生徒の コ

メン ト欄に記入 された内容か ら、生徒は意欲的に聞いてい るが、それ を発話にまでっなげる余裕が

ない ことが分かった。事前学習における発話の動機付 けが必要であ り、生 徒が積極的に発話できる

よ うにす ることが課題 となった。

(5)改 善策 と授業実践

会話の内容把握のための準備活動に工夫を凝 らし授業改善を行った.ま ず重要な語藁の定着を試み

た。特 に、表現活動で頻繁に用い られるものを、発話の手がか りとなるよ うに例示 した。また、生徒

が理解 した内容を基にして、さらに自分の考 えを表現で きるよ うにした。事前指導として リスニング

を行 う教材の背景説明を英語で行い、次に英問英答 を用いて生徒に教材の内容理解を深めさせた。こ

れ によ り生徒に十分内容を予想 させ た上で、 リスニング活動を開始す ることができた。

教材は、 日本からカナダへ留学 した高校生の寮生活に関するものである。 「ルームメイ トとの生活

の中で、 日々のライフサイクルが合わず、その悩みをカ ウンセラーに電話相談す る。」 とい う設定で

ある。英問英答では、r留 学 して寮 生活を送 るとなれば どんな問題 が起 こりうるだろうか?」 とい う

生徒へ の発問か ら始めた。 グループご とに事例 と対処法 を考えさせ発表 させた。 このような事前指導

を通 して、的確な内容把握か らス ムースな表現活動への移行を試みた。 リスニング活動後の生徒の発

話の 中に、事前活動で用いた表現 を応用 しよ うとす る努力が見 られた。 さらに工夫を加 えることで生

徒の よ り豊かな表現活動を引き出せ ると考 える。

(6)実 践結果

評価の掴点 項目 1回 目 2回 目

コ ミュニ ケ ー シ ョンへ の 関

心 ・意 欲 ・態 度

1) 3.8 3.8

2〕 3.0 3.3

き〕 a7 乱5

表現の能力

4) 2.1 a圃1

5) 2.8 3.2

6} 2.2 2.6

理解の能力
7} 3.3 3.5

8 3.o a.4

哲 語や文化 についての知識 ・
理解

9) 5.6 き.7

1回 目に比べて、2回 目は、「表現の能力」が数

値的 に上昇 した。内容把握 をできるだけ速やかに

行 えるよ う工夫 し、余裕を持 って表現活動に取 り

組 めるように した こと等が良かった。2回 目で全

体に評価 が上がっているのは、事前指導を十分に

行 うとい う改 善策が効果 的で あった こ とを立証

している。
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4英 語1(C高 校の実践)

(1)英 語学習への生徒の取組

・9割 以上の生徒が大学進 学を希望 し、現役 大学進学率 は65%で ある。

・授業中の態度はま じめで意欲的だが、予習、復習を自主的にで きる生徒は少 ない。

(2)実 施対象 と使用教材 ・教科書

1年 英語12ク ラス79名

使 用教材=UNIcoRNI(文 英堂)

(3)リ スニング指導 との関連

4技 能をバランス よく高 めるための リスニング

(4)第1回 評価結果に基づ く課題

英語1の 目標 は4技 能をバ ランス よく身 に付 けることであるが、従来の授業では文怯解説 と英文

和訳が大半を占めていて、聞いた り話 した りす る活動が不十分であった。そこで、従来の進度を保

ちっっ、で きる限 りリスニング活動 を取 り入れ ることを目指 した。毎時間以下の3つ の活動 を行っ

た。① 前回の授業の復習 として、教科書を閉 じて英問英答 をする。②復習 として教科書 を見ずにテ

ープの後について繰 り返 させ る。③新単元の導入 として、教科書を見ずにテープ を聞いて 日本語で

質問応答をす る。質問応答 を 日本語です るのは、ハー ドル を低 くして、生徒の答 えようとす る意欲

を高めるためである。

上記の形態での授業で授業評価 を行った結果、評価観点の 「表現の能力jの 全項 目と3)の 積極

的 に英語で答 えよ うと努力 したか」とい う項 目で評価が低かった。これ らの点を改善するためには、

積極 的に英語で答 えようとする生徒の意欲 を高めることが課題 である。

(5)改 善策 と授業実践

英語で答 えようとする意欲 を高めるため次の ような改善を行 った.ま ず 、英問英答をす る際、指

名 されてか ら答 えを考える生徒がいるので、口頭での英問英答 を筆記で答 えるよ うに して全員に取

り組 まな ければな らないとい う意識 をもたせた。 また、事前活動 として全員で音読 をさせていたの

だが 、既習の英語表現を活用できるようにす るために、単語 ・熟語の確認 ・練習を追加 した。 さら

に、家庭 での復習 として音読を3回 以 上す ることを課 し、表現 の習得 と内容理解の強化 を促 した。

また、上記の② の活動で文が長 くなると、 リピー トできな くなるので、フレーズ ごとに、よ り短 く

区切 ってテー プの後 に リピー トさせ る活動を教師 と一緒に行 った。

(6)実 践結果

評価の領点 項 目 1回 目 2回 目

コミュニケーシ』ンへの関心 ・意

欲 噸 度

1〕 乱1 乱2

2) 乱2 3.1

帥 2.7 2.8

表現の能力

4〕 2.5 2.5

5) 2.7 2.8

6) 2.7 2.8

理解の能力
7) 3.1 3.2

8 2.6 2.ε

言話や 文化についての知識 ・
理解

9〕 2.6 2.5

改 善前 と改 善後 を比べ る と、多少ではあ るが、

3)～6)の 英語 で答 えようとす る意欲の伸長 と表現

の能力の向上が見 られ た。上記の改善点で ある事

前活動の補強 を行 い、筆記形式を用いて生徒の解

答が形 として残 るように したのが良かった.

また、導入 として 日本語での質問応答は生徒 に

関心を もたせ るのに役 立った。
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5英 語1(D高 校の実践)

(1)英 語学習への生徒の取組

・ほぼすべての生徒が大学進学を希望 し、昨年の現役大学進学率は63%で あった。

・熱心に学習する生徒が多 く、英語の授業では7割 程度 の生徒が予習を して授 業に臨んでい るe

(2)実 施対象 と使用教材 ・教科書

1年 生 英語12ク ラス80名

使用教材:PROMINENCEENGLISHI(東 京書籍)

(3)リ スニ ング指導 との関連

4技 能をバランスよく高めるた めの リスニング

(4)第1回 評価結果 に基づ く課題

「理解の能力」 の項 目や 「コ ミュニケー ションへの 関心 ・意欲 ・態度」な どの項 目に比 べ、「表

現の能力」に含まれ る項 目4)の 「既習 の単語や 内容 の活用」や項 目5)の 「先生が使 う英語表現の

活用」な ど、表現 させ る項 目の評価が低 いことが明 らか になった。 また、生徒のコメン ト欄か ら、

学習 した単語 を自分 自身で応用す ることを望んでいることが分かった。4技 能 をバ ランスよく学習

させ るためにも、まず英作文を作成 させ、そこか ら音声を使 った活動 に発展 させることとした、

(5)改 善策 と授業実践

生徒 の求めに応 じるためには自由英作文が効果的だ と思 われ た。教師が学習す る単語 を例文 とと

もに生徒 に与え、それを応用 した英作文を作成 させる。 ここに音声を使った活動の一環 としてデ ィ

ク テーシ ョン(書 き取 り)が 加 われば、今回の研究テーマ と生徒 の希望の両方にかな う指導案

が作成 できると考 えた。そ こで次のような手順で授業改善を行った。

① 白紙を配布 し、学習す る単語の例文を教師が数回読みあげ、生徒に書き取 らせる。

② 生徒は辞書を参考に、その単語を使 った別の英文を作成す る。

③ 二人づっのペアにな り、作成 した作文 を一人が読み あげ、もう一人がそれを書き取る。

④ ③の作業を交代 して行 う。

⑤ 教師の読み上げた文が正 しく書き取れたか どうか、また互いの英作文が正 しいか どうかを互い に

検討す る。その場で検証 しきれなかった英文は教師が質問を受 けた り、生徒の宿題に した。

(6)実 践結果

評価の観点 項 目 1回 目 2回 目

コミュニケ ーシ ョンへ の 関 心 ・意

欲 ・態度

1} a8 2.9

2} 3.0 3.0

3) 3.2 3.3

表現の能力

4} λ2 3』

5} 幼 λ8

帥 λ5 2』
1

理解の飽力
7} Z8 3.3

帥 3.o 乱3

言 語や文化 にっいての知識 ・理解 9} 2.8 λ9

2回 のア ンケー ト結果 を比較す ると、項 目

4)、5)の 両方 に向上が見られ るとともに、

理解度を示す項 目7)に も向上が見 られた。

また、生徒が互いに添削 した用紙 を回収す る

ことにより、デ ィクテー ション(書 き取 り)

中に生徒が聞 き取 りにくかった単語が確認で

きた。
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6英 語H(E高 校の実践)

(1)英 語学習へ の生徒の取組

・大学進学率450/・ 。

・英語 に対 して苦手意識 をもつ生徒が多く、授業での学習意欲が低い生徒がいる。

(2>実 施対象 と使用教材 ・教科書

2年 英語H1ク ラス34名

使用教材lMAINSTREAM皿(増 進堂)

(3)リ スニング指導 との関連

コ ミュニケー シ ョンへの関心 ・意欲 ・態度を高めるた めの リスニング

(4)第1回 評価結果に基づ く課題

英語を聞 くこ とに関 して、評価表の4観 点全般にわたって評価 が低いことがわかった。と りわ け

英語 を苦手 とす る生徒 が多いとい う実態から英語に対す る関心や意欲 を高め、コ ミュニケーシ ョン

への興味 ・関心 ・意欲 を高めることが課題である。

(5>改 善策 と授業実践

英語 を聞 くとい う活動を さらに行 うために、教科書の導入部分や各Lessonの 最後のActivityを

利 用 し、コミュケー シ ョン活動 をよ り多く取 り入れることで、生徒に閲心 ・意欲 ・態度を高 めるよ

う授業改善を行 った。50分 の授業で、 リスニングの時間は10分 を 目安 とした。今回実践 した授

業改善の視点は次の とお りである。

① 各Lessonの 導入部分 に絵や 写真を利用 して、英文 を聞かせ本文の内容にっいて予備知識 を与 え、

新 しい語藁 を導入 した。

② 各パー トでは既習部分でクイズやデ ィクテー ション(書 き取 り)を 取 り入れ、語彙の確認や本文

内容の理解を確認 した。

③ 各パー トで英問す る機会 を増や した。

授業の導入部分では学習内容の興味や関心を引 くよ う英語で2～3の 質問を行 った。 また、教科

書にある写真等を利用 し、新 しい語彙を導入 し発音させた。また、これか ら学ぶ内容を推測 させ た叩

クイズ とディクテーシ ョン(書 き取 り)で は、CDを 利用 した。英文を聞かせ る回数 は、生徒 の集

中力を考え2回 と決 めた。 前回の学習内容 の定着度 を測 るため空欄補充形 式で、数字や新 出単語 、

弱形 の音 の聞き取 り、内容理解 を中心に行った。問題用紙には簡単 なアンケー ト(英文を読む速 さ、

集 中力、内容把握 の理解度)を 加 え、生徒に課題の理解度等 を明確 にできる よう配慮 した。

(6)実 践結果

評価の楓点 項 目 1回 目 2回 目

コミュニケ ー ションへ の 関 心 ・意

欲 ・態 度

D 2.4 3.6

2) 2.4 3.O

帥 2.2 2.4

表現の能力

4} 2.2 2.2

5} 2.3 2.3

帥 2.1 2.1

理解の能力
7) 2.3一 2.6

8 2.4 2.8

言語や 文化についての知識・
理解

9} 2.1 健.3

1回 目と2回 目を比べ る と生徒の コ ミュニ ケ

ー シ ョンへの関心 ・意欲 ・態度 の項 目が向上 した
。

視 覚教材 を取 り入 れたこ とで生徒の関心が高 ま

ったもの と考 えられる。また、授業の 目標 を明確

にす ることで、生徒の学習態度が積極的になった。
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7リ ーデ ィング(F高 校の実践)

(1)英 語学習への生徒の取組

・約9割 の生徒が大学進 学を希望 している。

・英語授業においてはおおむねま じめに取 り組んでい るが、予習等 をきちん とや らない生徒 も少

なか らず いるのが現状である。

(2)実 施対象 と使用教材 ・教科書

3年 生 リーデ ィング3ク ラス(習 熟度別)90名

使用教材:「CRG冊IEnglishReadingJ(三 省堂)

(3)リ スニ ング指導 との関連

読むカを高めるための リスニング

(4)第1回 評価結果に基づ く課題

項 目3)の 「質問に、積極的 に英語で答 える」 と項 目4)の 「英問 に応 じて適切に答 える」、項 目

9)の 「文化 を意識 したか」が低 かった。ペア ワー クに よる英問英答 を通 して、段落ご との内容 理解

とコミュニケーシ ョン活動 を高める とい う目的を達成す るためには、生徒が答えられないこ とにっ

いての問題点を明 らかにす ることと、その克服が課題で ある。生徒のコメン トの中に、 「正 しい文

法がよ く分からないので答えることがで きない」「答 え方が分か らないこ とが多かった」 「文法に こ

だわって しま う」とい う内容の ものがい くつかあった。それ らか ら、生徒は内容 よりも表現や 文の

組 み立て方に注意を取 られす ぎて、コミュニケー シ ョンがスムースに行えないのではないか と考 え

た。

(5)改 善策 と授業実践

3)と4)に っいての対策 として、答える時にあま り文法的 なことに とらわれず、多少文法的 に正確

で なくても、伝 えたい内客 の要点を相手に思い切 って言 うことが重要であることを強調 した。また 、

文 にするのが難 しい場合はキー ワー ドだけで もよいか ら発話す るよ うに促 した。英問英答 は、当初

は 口頭のみで行っていたが、英問を事前にプ リン トに印刷 しあ らか じめ考 える余裕を与 えることと

した。質問は、あま り細かい部分については踏み込 まず、段落 ごとに要 旨のみ を聞くように した。

また、答える側 の生徒が焦点を絞 りやす くなるように、本文 を聞く前に概要に軽 く触れ た り、重要

な英語表現や語句などを ヒン トとして与えることなどを試みた。

(6)実 践結果

生徒に リスニ ングは コ ミュニケー ションのた めの活

動 であるこ とを強調 し、英問英答等 の事 前指導 を繰 り

返 した。その結果、3)と4)の 評価が若干であるが向上

した(2回 目調査)。本文の内容 を理解す るだ けでなく、

質問に応 じて、その内容 を相手 に伝 える事が コミュニ

ケー シ ョンの基本 であることを強調 し、発話がスムー

スにな され るための条件 整備 を行 った。 この ことが、

生徒 の意欲や表 現の能力の向上 にっながった。 テキス

トそのものの内容理解の精度や深度についての検証 に

ついては今後の課題 となった、

評価の観点 項
目

1回 目 2回 目

コミュニケー ションへ の 開

心 ・意 欲 ・態 度

1) 2.8
2.7

2) 2.8
2.7

3) 2.3
2.6

1

表現の能力

4) 2」 2.5

5) 2.6 2.7

6) 2.7
2.4

1

理解の能力
了) 2.8

2.8

呂 2.8
2.2

言 語や文化 についての知

議 ・理解
9} 2.↑

2.2
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LessonPlan

*科 目:Reading*学 年=3年*形 態1習 熟 度別(中 レベル)

*人 数=31人*教 材1検 定 教科 書 三省 堂 「CReWNEnglishReadingl

*授 業の 目標:ユ 英 文 の内容 理解 を主 眼 とす るが 、ス ラ ッシュ リーデ ィン グに よ り意味 を と らえ る よ

うにす る。(逐 語訳 を しな い)

2パ ラ グラ フ ご とにペ ア ワー クに よる英問 英答 を行 い 、内容 理 解 とコ ミュニ ケー シ ョ

ン活 動 の活性 化 を図 る。

展開 指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価の観点

warmup 練習。 速読用 プ リン トを読 読 ませ る前 に文章の 時間内に、文の概要を

む。(3分) 話題 につ いて軽 く触 捉 え られた か。

れ、生徒の関心を高め

る 。

導入 前 のパ ラグ ラフの 本 パ ラグラフの内容 内容 にっいて生徒 瀞 言語や文化 について

内容 にっいての質 を予測する。 予測 を立 てられるよ 意識 したか。(言 語や

問 と本時の紹介。 うな ヒン トを与 える。 文 化 に つ い て の 知
■ (簡 単 な 質 問 を す 識 ・理解)

る 。)

展開

① パ ラ グ ラフ の リス 英語音声を聴いて、概 自分の立 てた予測が 英文の内容を十分 に
ニ ン グ 。 要を捉 える。 どの程度合 っている 聞き取れたか.(理 解

かを確認 して聞 くよ の能力)

うに指示する。

② 内容理解と文法の プ リン トを見なが ら 逐語訳を極力避け、パ 既 習の単語や イデ ィ

解説(ス ラ ッシュ リ 予習内容を確認。 ラグラフの主 旨を踏 オムは十分 に理解 で
一 デ イ ン グ)

。 まえて文法 と意味内 きたか。(理解の能力)

容の説明をす る.

③ パ ラ グ ラ フ にっ い ペア ワークで、英 問英 ヒン トとなる英語表 聞いた内容 につ いて

ての英問英答。 答 を行 う. 現や語句を提示 し、活 の質問に積極的に英

答えの確認(教 師一生 発な発話 を促す よ う 語で答 え よ うと努力

徒) にす る. し た か 。(コ ミ ュ ニ ケ

一 ションへの関心 ・意

欲 ・態 度、表現の能力)

④ 音 読(コ ー ラス リー 教師 の後に続 いて読 セ ンス グル ー プ ご と 聞く・話す括動を積極

デ ィング もしくは む 。 にやや遅 めのス ピー 的に行お うとしたか。
ペ ア リ ー デ ィ ン (ペアの場合は、セ ンテ ドで明瞭に読み、生徒 (コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

グ)。 ンス ご とに交代 して が後に続きやすくす ンへの関心 ・意欲 ・態

① ～ ④ 読 む。) る 。 度)

を 繰 り

返す

ま とめ

内容 ・文法 ・語法の ノ ー ト、 プ リン トを 確 新出の語句・文法事項 そ の授業 の要 点が整

確 認。 認 。 を中心 に行 う。 理 で きたか。(理 解 の

能力)
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W研 究 の ま とめ

1研 究の成果

各校独 自の評価表 に基づ くリスニングにお ける課題 の模索を経て、4観 点に分けた共通の評価表を

策 定 し、授業改善の具体的指針 と し、外 国語全科 目で実施 した。評価結果か ら、各学校 とも値の低か

った項 目には共通点が あった.そ の評価結果を基 に重点的に補足や工夫 を加 えて授 業改善を行 った。

評 価結果 を授業改善にっなげるこ とができたことは大きな成果である。

2評 価表の結果 を基に した考察 と改善案

評価表 にある4観 点の うち、 「コ ミ=ニ ケー ションへ の関心 ・意欲 ・態度]に お ける表現の能力の

項 目、 「表現の能力」全般 、及び 「言語や文化についての知識 ・理解」の項 目がおおむね低い数値結

果 となった。主 として受信か ら発信へのスムースな移行が不十分であることが分 かる。評価表 の生徒

コメン ト欄、生徒の意見や感想か ら、 「内容理解 に終始 して しまい表現す るまでには至 らない。表現

す る 自信が無い(恥 ずか しい)。」等が明 らかになった。 そこで事前学習を中心 とした様々な方策 の充

実 に よって十分な改善を図 った。

詳細は各校での実践結果の(4}改 善策 と授業実践にある とお りである。各実施校での評価表デー

タを集計 した結果、上記の項 目に関 しておおむね良好 な改善結果が数値に反映 された(5項 目X6校

7回 の授業分。合計35項 目中24項 目で数値上昇。改善率69%)。 評価表 を基 にポイ ン トを絞 っ

て授 業を見直す こ とで授業改善を図った。

事前学習の充実 には様 々な工夫が可能であるが、「表現の能力」に関 しては、 リスニング活動 によ

って獲得 した情報が明瞭であるほ ど、表現活動への移行ボスムースに行われ ることが明 らか にな った。

r言語や文化についての知識 ・理解」に関 しては、背景説明に多 くの時間を確保す ることに よって生

徒 の興味 ・関心を引き出す ことができた。r先 生の話が面白かったか ら聞いてみ ようと思 った。」とい

う生徒の 自由意見欄に寄せ られた多 くのコメン トは、リスニングへの意欲 を高める意味で大変重要で

あ ることを示 している。科 目の特性 によっては従来取 り入れ られ る割合が比較的少なか った リスニン

グ活動 をそれぞれの科 目にバランスよく配置 して成果を上げることができた。このことは長期的 には

総合的な英語力の伸長に少なか らず効果演あると考 える。

3今 後の課題

本研究において、 「個に応 じた リスニ ング指導」を考 えた時、いかに生徒 の意欲を高めていくか と

い う点に重点 を置いたが、今後は既に高い意欲 を保持 している生徒に対 してそのリスニング能力 を確

実 に高め る方策 も考えていく必要がある。生徒の リスニングの力をいかに発話能力の伸長へっなげて

い くかは常に課題の中心である。教師が自らの授業を絶えず検証 し続けることがいかに重要であ るか

とい うことや、生徒の声に誠実にこた えていこ うとす る教師の授業に対する姿勢力{、「個 に応 じた指

導」 にっながることを実感 した。 このことは、まさにあらゆる授業改善の根本を成す。本研究の取組

を応用 して、他 の教科 内で、別々の科 目において、共有の課題 を集め、同じ観点か ら評価表 を作 り、

評価表を基に授業改善を行 うこ とができる。教員同士の切磋琢磨 は、よい授 業を作 り出すための大き

なカ とな り、このような取組を広げてい くことが真の授業改善にっながる。
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